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び高いエネルギー分解能を有していることが報告されている（表 1）。以上に加えて、150 ºC 程度の高温下にお
いても高い発光量を維持できることも明らかとなっている。 
 ここで温度消光メカニズムに注目すると、大きく内部消光および外部消光の二つに分類することができる。さ




表 1 既存のシンチレータ材料および希土類パイロシリケートの放射線応答特性 
 Tl:NaI Ce:Gd2SiO5 Ce:Lu2Si2O7 Ce:Gd2Si2O7 Ce:(La0.09Gd0.90)2Si2O7 
発光量 [光子/MeV] 46,000 16,000 26,000 24,000 35,000 
蛍光寿命 [ns] 230 56 38 33 46 
エネルギー分解能 
@662 keV [%] 
6.5 7.0 9.5-12.5 5.1 5.0 
発光ピーク波長 [nm] 410 430 378 372 390 






















(Ce0.01Y0.99)2Si2O7, (Ce0.01Lu0.99)2Si2O7, (Ce0.01La0.50Gd0.49)2Si2O7, (Ce0.01La0.50Y0.49)2Si2O7, 
(Ce0.01La0.50Lu0.49)2Si2O7, (Ce0.01Gd0.50Y0.49)2Si2O7, (Ce0.01Gd0.50Lu0.49)2Si2O7, (Ce0.01Y0.49Lu0.50)2Si2O7, 
(Ce0.01Y0.24Lu0.75)2Si2O7）は固相反応法を用いて焼結体の合成を行った。合成した試料の粉末 X 線回折測定の結
果から、(Ce0.01La0.50Lu0.49)2Si2O7および(Ce0.01Gd0.50Lu0.49)2Si2O7では二相に分離してしまうことが明らかとなっ
た 。 固 溶 体 を 得 る こ と が で き た 組 成 に つ い て 、 (Ce0.01Lu0.99)2Si2O7, (Ce0.01Y0.49Lu0.50)2Si2O7, 
(Ce0.01Y0.24Lu0.75)2Si2O7 は 単 斜 晶 系 （ 空 間 群 ： C2/m ）、 (Ce0.01Y0.99)2Si2O7, (Ce0.01Gd0.99)2Si2O7, 




































図 2 Ce:RE2Si2O7の発光波長とRE の
平均イオン半径の関係 














晶構造解析を行ったところ、格子定数（a, b, c, β）はLa濃度増大




















図 6 (Ce0.015LaxGd0.985-x)2Si2O7 の発光
量の温度特性（25 ºCの発光量を1で規
格化）と発光波長の関係 
